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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

大石和代・教授 評議員 日本熱帯医学会 

大石和代・教授 長崎いのちを大切にする会 顧問 NPO 法人 

大石和代・教授 長崎県総合公衆衛生研究会 役員 長崎県 

宮原春美・教授 長崎県感染症対策委員会エイズ・性感染症専門

部会 
長崎県 

宮原春美・教授 長崎県母性衛生学会常任理事 長崎県母性衛生学会 
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宮原春美・教授 長崎県看護協会学会誌査読委員 長崎県看護協会   

宮原春美・教授 長崎県小児保健学会幹事 長崎県小児保健協会 

宮原春美・教授 遺伝カウンセリング・ジャパン理事 遺伝カウンセリング・ジャパン 

江藤宏美・教授 理事、日本助産学会誌編集委員会（委員長） 一般社団法人日本助産学会 

江藤宏美・教授 ガイドライン委員会（委員） 一般社団法人日本助産学会 

江藤宏美・教授 英文誌編集委員会（委員長） 
Japan Journal of Nursing Science, Associate editor  

公益社団法人日本看護科学学会 

江藤宏美・教授 事務局長 一般財団法人日本助産評価機構 

江藤宏美・教授 理事（助産実践評価部・助産教育評価部担当） 一般財団法人日本助産評価機構 

江藤宏美・教授 理事 長崎県母性衛生 

江藤宏美・教授 国立大学教育評価委員会専門委員 大学評価・学位授与機構 

江藤宏美・教授 大学における看護系人材養成の在り方に関する

検討会委員 
文部科学省高等教育局 

江藤宏美・教授 雑誌「看護科学研究」編集委員 大分県立看護科学大学看護研究交流センター 

江藤宏美・教授 雑誌「ペリネイタルケア」編集委員 メディカ出版株式会社 

永橋美幸・准教授 幹事 長崎大学助産師同窓会 

永橋美幸・准教授 理事 一般社団法人長崎県助産師会 

永橋美幸・准教授 理事 公益社団法人全国助産師教育協議会 

永橋美幸・准教授 日本助産学会誌 専任査読委員 一般社団法人日本助産学会 

森藤香奈子 
・准教授 

幹事 長崎県小児保健協会 

森藤香奈子 
・准教授 

倫理委員会委員 社会福祉法人聖家族会みさかえの園総合発達

医療センターむつみの家 

森藤香奈子 
・准教授 

高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

森藤香奈子 
・准教授 

長崎市子育て支援センター相談員 片淵地区もりのくれよん 住吉地区ぴよぴよ 

森藤香奈子 
・准教授 

遺伝・染色体のこと知って話して理解し合う交

流会 講師 
1q 部分重複症候群患者家族会（ひとやすみの

会） 

本多直子・助教 子育て支援センター内での育児相談業務 長崎市子育て支援センター：ぴよぴよ，もり

のクレヨン，ひなたぼっこ 

本多直子・助教 日本遺伝看護学会第 17 回学術大会 実行委員 日本遺伝看護学会 

本多直子・助教 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

本多直子・助教 長崎県看護学会学術集会抄録査読員 長崎県看護協会 

佐々木規子・助教 理事 日本遺伝看護学会 

佐々木規子・助教 遺伝看護実践推進委員会 日本遺伝看護学会 

佐々木規子・助教 専任査読委員 日本遺伝看護学会 

佐々木規子・助教 教育推進委員会 日本人類遺伝学会 

佐々木規子・助教 遺伝看護委員会 日本遺伝カウンセリング学会 

佐々木規子・助教 遺伝教育委員会 日本遺伝カウンセリング学会 

佐々木規子・助教 編集委員会 日本遺伝カウンセリング学会 

佐々木規子・助教 理事 長崎県母性衛生学会 

加藤千穂・助教 日本助産学会用語集委員会 日本助産学会 
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加藤千穂・助教 日本助産学会若手研究者ネットワーク 日本助産学会 
 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

宮原春美・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(Ｂ) 
青年期発達障害者の性における対人教育プ

ログラム開発に関する研究 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金・基盤研究 B 
早産児から１歳までの睡眠発達のディベロ

ップメンタル指標の検討 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究 
周産期におけるレストレスレッグス症候群

の影響と生理学的実態の解明：前向きコホー

ト研究 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 A 
テーラーメイドな出産・育児を促進するオキ

シトシン活性化プログラムの開発と普及 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 B 
実践を変革する母乳育児支援専門家教育プ

ログラムと配信システムの開発 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 C 
尿失禁を予防する助産ケアのプログラム開

発 

永橋美幸・准教授 日本学術振興会 代表 科学研究補助金 基盤研究（C） 
妊婦の腹部を介した胎児へのタッチングと

胎児愛着との関連～オキシトシンの推移か

ら～ 

森藤香奈子 
・准教授 

日本学術振興会 代表者 基盤研究（C） 2016 年 4 月～2020 年 3 月 
課題名「小中学生を対象とした遺伝教育プロ

グラムの開発と評価に関する研究」（研究代

表者） 

森藤香奈子 
・准教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 2017 年 4 月～2020 年 3 月 
ホームモニタリングによるダウン症児の特

異な睡眠体位と睡眠呼吸障害の関連の検討 

本多直子・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
思春期慢性疾患患者の復学支援アセスメン

トツールの開発 

本多直子・助教 日本学術振興会 分担 小中学生を対象とした遺伝教育プログラム

の開発と評価に関する研究 

佐々木規子・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 島嶼部，過疎地の看護職者のた

めの遺伝教育プログラム開発に関する研究 

佐々木規子・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 臨床遺伝看護分野の継続教育

プログラム開発 

佐々木規子・助教 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究 出生前診断実施時の遺伝

カウンセリング体制の構築に関する研究 

加藤千穂・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金・若手研究 B 
ウィメンズヘルスにおけるレストレスレッ

グス症候群の実態と関連要因の探索 
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

大石和代・教授 非常勤講師（母性看護学） 島原市医師会看護学校 

江藤宏美・教授 非常勤講師（PIC:周産期集中ケア特論Ⅱ） 聖マリア学院大学 

永橋美幸・准教授 実習指導者会講習会「助産師課程」  

佐々木規子・助教 非常勤講師（遺伝カウンセリング） 長崎市医師会看護専門学校 

佐々木規子・助教 非常勤講師（母性看護学方法論Ⅰ・Ⅱ） 島原市医師会看護学校 

佐々木規子・助教 非常勤講師（医療遺伝学，女性健康看護学演

習） 
甲南女子大学 

 


